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のぞみ衛星搭載EIS 粒子検出器による惑星間粒子の観測 （II）

Observation of interplanetary cosmic ray particles by EIS onboard the NOZOMI
spacecraft (II).
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1998 年 9 月より、のぞみ衛星搭載の高エネルギー粒子検出器EIS を用いて惑星間空間のCME 駆動粒子加速イベ

ントについて観測を行ってきている。現在までに十個程度の強度イベントをとらえている。これらのイベントは、

エネルギースペクトルの変化により二つのタイプに分けられる。Ｉ） 粒子強度は増加するものの、エネルギース

ペクトルの形が変わらないもの、ＩＩ） 粒子の強度増加とともにエネルギースペクトルがよりハードになるもの、

である。

i) CME の火星軌道付近までの伝播について、ii) CME の進行方向と観測場所による、加速粒子のエネルギース

ペクトル変化について議論する。

1998 年 9 月より、のぞみ衛星搭載の高エネルギー粒子検出器EIS を用いて惑星間空間のCME 駆動粒子加速イベ

ントについて観測を行ってきている。現在までに十個程度の強度イベントをとらえている。これらのイベントは、

エネルギースペクトルの変化により二つのタイプに分けられる。Ｉ） 粒子強度は増加するものの、エネルギース

ペクトルの形が変わらないもの、ＩＩ） 粒子の強度増加とともにエネルギースペクトルがよりハードになるもの、

である。Ｉ）の典型的な観測例として1999 年 6 月 26 日のイベントでは、高エネルギーの電子・陽子・重イオン強

度の時間変化をとらえる事ができている。このイベントは、のぞみ衛星がほぼ火星軌道にいる時に捕らえたもので

ある。関連する思われるCME イベントは 22 日と 23 日に発生しているが、EIS がとらえたイベントがどちらのもの

であるかは、今のところ同定できてはいない。ACE 衛星による粒子データを参照したところ、地球近傍で上記のCME

に伴うデータは観測されていない。一方でのぞみ衛星の位置は地球から太陽を正面に見た時、西側後方に位置して

いた。太陽、地球（ACE 衛星）、のぞみ衛星の位置関係を考慮すると、CME 駆動の Shock の前面にのぞみ衛星がいた

のではなく、Ejector の東端にいた可能性が高いと考えられる。一方、11 月 27 日のイベントはエネルギースペク

トルがハード側にシフトしており、CME 駆動によるショックによって加熱されたと考えられる。CME の到来方向は

東側 45 度方向であり、6 月のイベントと違い、のぞみ衛星は Ejector の正面から西側に位置すると思われる。そ

のため、CME 前方で効率よく高エネルギー側まで粒子が加熱されたものと思われる。
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